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　校長、教頭、保護者の計103名の参加により、６つの分科会に分かれて意見交換をしました。

　前半は、市教育委員会より横須賀の現状報告があり、小学生のスマホ・ケータイ所有者の増加や、

使用時間と学力との関係性について。メールやＬＩＮＥのトラブルが多発していることを伝えていた

だきました。また市Ｐ協ケータイネット安全委員会講師によるミニ講習会も行われました。

　後半は各校の取り組みの発表と情報交換を行いました。多くの学校が、携帯電話講習会を行って

いるにも関わらず、講習会に参加してくれる保護者が少なかったり、毎回同じだったりと、伝えたい

ことが多くの保護者に伝わっていないのが現実です。その打開案として、土曜日参観に講習会を組

み入れたり、地域の人たちにも声をかけて参加を募るなどの、人を集める工夫や提案がされました。

　そしてもう一つの討議の焦点が、ルール作りについてでした。大塚台小学校が横須賀市で初めて、

学校から「携帯・スマホ使い方ルール」を保護者宛てに出したことについて事例発表がありました。

統一したルール作りについては、保護者、学校ともに前向きな意見が多く出されたようです。参加

した保護者からは「やはりどのようにして多くの保護者に情報を広げるかが課題だと思った。」という意見がありました。また、

助言者として参加された校長先生からは「ＰＴＡと学校が連携して、子どもの携帯の使用方法について啓蒙し、ルール作りをして

いくこと。保護者が子どもに携帯を与えるときにリーダーシップをとること。子どもが携帯インターネット使用に使っている時間を

家庭学習で机に向かわせることが学力向上につながる」というご意見をいただきました。　

　これからは保護者、学校が協力して子どもたちを守っていく取組みが必要だと感じた会となりました。

　横須賀市においては、中学３年生になると９割以上の生徒が携帯を持っています。また毎日４時間以上

操作している割合も全国平均、神奈川県平均を上回っており、携帯の依存度が高い結果となっていること

や、学力との関係、各学校でトラブルへの対応が発生している現状について、市教委より報告がありました。

　ミニ講習会と各校の取り組み発表に続き、討議・情報交換を実施しました。携帯は各家庭が子ども

に貸し与えているもの。家庭でのルール作りを徹底して欲しい等の意見がありました。ただし、

中学生は保護者が一方的にルールを押し付けても効果が無く、一緒にルールを考えることが必要です。

　子どもにとってネット、いわゆるバーチャルの世界と現実の人間関係は同じで、それによって特異

な問題が引き起こされています。携帯は使い方一つで加害者にも被害者にもなります。

　今後もより多くの保護者の皆さまと知恵を出し合う環境やきっかけ作りに、市Ｐ協の役割が期待

されていると感じました。

小・中学校情報交換会を終えて　～今後の展開・課題・取組み～
　情報交換会では多くの貴重なご意見をいただきありがとうござ
いました。各校、各PTA共通の課題として「届けたい声を届けたい保
護者に」、「親の責任で子どもを守る」など確認することができました。
今後は、全市共通で家庭・学校と共有し、また活用されるルール・

約束等を検討していきたいと考えます。自分の家庭は大丈夫と思
っていても巻き込まれてしまうのがＳＮＳやネットの怖い部分です。
皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。             
       横須賀市ＰＴＡ協議会会長 坂本中学校ＰＴＡ会長 根本 宗茂

小・中学校情報交換会 開催
〜届けたい声を届けたい保護者に・ルールや約束は必要か〜

活発な討議の第６分科会

事例発表校の配布資料

近況を説明される小板橋主査指導主事

8校の中学校が参加した第３分科会

平成２６年度

中学校情報交換会

小学校情報交換会



親子で将来のことを話し合っていますか?

ケータイは、親が責任を持って管理する（貸し与える）もの。フィルタリングは必ず設定 !

子は親の鏡!!・・・家庭での教育、意識していますか?

　今年度、横須賀市ＰＴＡ協議会（市Ｐ協）は「ＰＴＡは学校の

応援団」を基本方針として活動していますが、より良い教育環

境を創るためにも、「親の責任」である家庭教育が、しっかりと

した「親子のコミュニケーション」を通してなされているかど

うかを、多くの保護者と確認し合いたいと考え、「アンケート」

という形で実施いたしました。対象は全市の小学5年生。これ

は県ＰＴＡや日本ＰＴＡのアンケート調査の対象学年と同じで、

比較しやすいことがあります。また、ケータイ・スマートフォン

の所有率が上がってくる時期でもあり、その使用状況の調査も

行いました。

『親子で答えるアンケート』結果報告・・・全市小学校5年生に実施

◆家庭教育について・・・学力向上に関わることで家庭で取り組んでいること

※日Pや県Pデータと比較すると、将来に
ついて話し合う機会が少ない。具体的
な目標を持っている方が学習意欲向上
につながっていくのではないか。また、
早寝・早起きと、ケータイ・インターネッ
ト・ゲームの時間を制限することは深
く関係していると考えることができる。
寝不足では授業に集中できず、学力向
上にはマイナスとなることが多いと思
われる。

※常に言う・わりと言うの合計が市P協と日本PTAに大きな開きがある。また、「いじめを見て見
　ぬふりをしない」という質問は、常に言うとわりと言うの合計が44.3%となっている。いじめは
　悪いことという認識を持ち、自分がやらない、他人にやらせないように伝えていくべきである。

※スマホになると使用時間が長くなる。トラブル
に巻き込まれるリスクが増えたり、生活が乱れ
る等の弊害があるので、ルールを決め守らせる
ことが重要ではないか。スマホは音楽・動画・
ゲームなどが出来るため、使用時間が増える。
特にゲームは年齢の違う人とチームをつくって進
めたりするものがあるので深夜まで終わらない。
ゲームに没頭するあまり不登校になっていくケ
ースが「久里浜医療センター」のネット依存患
者例からも報告されています。

※強く感じる・やや感じるの合計が市P協と日本PTAでは近
　い値となっており、共通の認識として捉えることができる。
    → 増えていると感じている保護者が多い。

「家庭での躾」に関する設問に対しては様々なご意見もいただ

きました。その中で、「当たり前のこと」は言わないのでほとんど

言わないに○をつけた、という意見が多数ありました。そういっ

た考えも当然あると思われますが、「親子のコミュニケーション」

として「当たり前のこと」であっても敢えて言葉に出して確認し合

うことも大切なことではないかと思います。
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「親子のコミュニケーション」しっかり取れていますか?

◆「家庭で躾ができていない保護者が増えている」との声を聞くことがありますが、どのように感じますか。

「親の責任」しっかり果たしていますか?
◆家庭での躾として次の内容について言う頻度を選んで○をつけて下さい。（2問のみ抜粋）

規則正しい生活のためにも、ケータイ・インターネット・ゲームの時間を決めていますか?

「いじめ」は絶対にしてはいけないこと。また、見て見ぬふりの傍観者になってはいけない。

◆ケータイ・インターネットについて・・・1日の使用時間について
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※設定をしていないが16.7%となっている。
　子どもを守るために必ず設定することが必要ではないか。

※40%の方が設定をしていない、設定を知らないと回答さ
　れている。ゲーム機においても必ず設定することが必要。

まとめ 　家庭教育について、「家庭での躾が出来ていない」と感じている保護者が多いことから、社会生活をおく

る上での常識やモラルなど、子どもと話し合えているかどうか、改めて確認する機会ではないかと考えます。

　また、「いじめ」に関して、学校でもその防止に向けて力をいれているなかで、家庭においても、「絶対にしてはいけ

ない」、「見てみぬふりをしない」といった意識を、子どもと共有していくことが非常に大切なことではないでしょうか。

　ケータイ・インターネットについてはスマートフォンの所有率が上がってくる高学年時に、家庭でのルールや情報

モラル教育などをしっかりと行う必要が出てきていることから、結果発表も含め啓発活動として実施しました。

　ご協力いただきました、横須賀市教育委員会・小学校長会・各学校・各PTAの皆様、回答にご協力いただいた

保護者の皆様に心より感謝し御礼申し上げます。

横須賀市内全小学5年生対象アンケート：3,006名回収 回収率 86% 
参考資料：H24年度日本PTAアンケート・H23年度県PTAアンケート 
◆横須賀市PTA協議会のホームページに全データの集計結果が載っています。

■フィルタリングを設定していますか？ ■ゲーム機のインターネット機能使用制限について



横須賀市ＰＴＡ協議会　講習会報告

・第１回＜読み聞かせボランティア向け＞９月17日（水）参加76名
　横須賀市で文庫活動とおはなしの会代表を長年務められた「こけももの会」の磯﨑

洋子さんを講師に迎え、「読み聞かせの目的と基本姿勢、ひとり読書にどうつなげるか？」

などを教えて頂きました。その後、磯﨑さんやこけももの会の方にも参加して頂き、グ

ループ情報交換会を行いました。

・第２回＜蔵書管理環境整備ボランティア向け＞９月25日（木）参加63名
　横須賀市教育委員会学校教育部教育指導課の海野功子先生より、「第２次愛読プランの

推進に向けて」と題し、市の取り組みや方針についてのお話を頂きました。その後、学校図

書館コーディネーターの先生方６名にも参加して頂き、グループ情報交換会を行いました。

　第1回、第2回とも各学校での活動が他校の参考になるよう「活動の工夫がわかる」

展示コーナーも設けました。図書担当の先生との連携がうかがえる展示や、図書委員の子ども達との協力が見える

展示。また、季節感や行事を大切にした飾りやＰＯＰなど、子どもと本をつなぐ工夫の数々は、大変好評でした。

　両日とも活発な意見交換が行われ、参加された皆さんの熱意により、有意義な時間となりました！！

　　　　　　　　　　　　　　　喘息アトピー性皮膚炎食物アレルギーについての正し

い理解と適切な対応について熱心にわかりやすく話をしてくれた。参加者からは、喘息

の治療については、「毎日使う、発作を起こさないための予防薬と発作時に使う薬の２種

類がある事を初めて知った。薬剤を適切に使用する事で毎日快適に暮らせるというお話は

勉強になった。」アトピー性皮膚炎について、「全身の洗い方について、また軟膏の正しい

　　　　　　　　　　　　　 塗り方についても細かく説明して下さったのでとても参考に

なった。」食物アレルギーについて、「血液検査結果はあくまで参考であり、病院で負荷試

験をして実際食べられるか？の診断をしてもらう大切さを知った。」等の感想があった。

　またアレルギー治療は、エビデンス（科学的な根拠）に基づいた確かな情報（厚生労働省、

日本アレルギー学会・協会、ぜん息の情報館等）を得ることの重要性を先生が語って下さった。

　参加者アンケートを通じて、最新の正しいアレルギー治療の話を、また聞きたいと望

む保護者が多い事がわかった。

和やかに話される高増先
生

●アレルギー講習会

●学校図書館ボランティアお助け講座＆情報交換会

満員の中、真剣に話を聞く保護者

和気藹 と々情報交換

読み聞かせのコツを話す磯﨑さん



おめでとうございます！

ヒゲ

おめでとうございます！

市長賞 教育長賞

　早くしなさい、早く早く。早く云いなさいと、子どもの言動を待てないで、せかす。
言葉を探し、行動に移そうとしているのに３秒も待っていられない。慌てないで待
ってあげられる羊の様な、ゆっくりとした、羊毛に包まれた、暖かい心を持ちたい
ものです。日頃お世話に成って居ります皆様方に、改めてお礼申し上げます！

　広報紙を作る際、文字と写真のバラン
スをとりつつ、様 な々出来事の裏側を伝え
るよう心がけています。初めての応募で
受賞できたことは、原稿作成に協力して
くださった皆様のおかげです。ありがとう
ございました。（委員長　藤﨑 礼子）

　会員の皆様に興味を持って読んで頂
けるように企画してまいりました。協力し
て紙面を完成させる事に達成感を感じ
るようになってきたなか、賞を頂いたこと
をとても嬉しく思います。ありがとうござ
います。（委員長　三井 美穂子）

◉入賞校の作品は、県ＰＴＡ協議会広報紙コンクールに出品されます◉

横須賀市ＰＴＡ協議会 事務局

優秀賞 池上小学校ＰＴＡ

市長賞 鷹取中学校ＰＴＡ

おめでとうございます！

市Ｐ協広報紙コンクールの入賞校が決定しました！！

教育長賞 浦郷小学校ＰＴＡ
　保護者が知りえない行事や記事を盛り込んだ紙面、小見出し
に意表をついた表現を用いるようにし、記事全体を読んでもら
えるよう、全体的にわかりやすく作ることを目指しました。受賞す
ることができて感無量です。（委員長　鳴海 妙子）

市ＰＴＡ協議会会長賞 
粟田小学校ＰＴＡ

中学校長会会長賞　
久里浜中学校ＰＴＡ

小学校長会会長賞　
汐入小学校ＰＴＡ

■電話：046-824 -1478  ＦＡＸ：046-824 -1480
■Email：office@pta-yokosuka.jp 
 ■ホームページ：http : //pta-yokosuka.jp/

ヒゲの
つぶやき

　保護者の関心事をテーマにアンケートを組んだり、地域の方
にも親しみやすい紙面作りを心がけました。教職員の方々へも
ご協力をあおぎ、ＰＴＡ一丸となっての努力が昨年度に続く入賞
へと繋がったことは大変喜ばしいです。（委員長　杉山 妙子）

　この度入賞の知らせを受けまして、活
動が実を結んだと大変嬉しく思っており
ます。写真中心の行事の振り返りにプラ
スして、読み物として成立するように保護
者にご協力頂いたアンケート結果やコメ
ントを載せました。（委員長　島 智子）

　写真集にならない様に写真と文章・Ｐ
活動と学校行事等、常にバランスを考え
てきました。様々な努力が入賞という評
価に繋がり本当に嬉しいです。携わった
全ての方に感謝いたします。本当にありが
とうございました。（委員長　浜田 加代）

　わが子が通う学校に関心を持ち、ＰＴ
Ａ活動を身近に感じてもらえるように。そ
んな思いで広報紙を作っています。今回
入賞できたことは衣笠中学校のＰＴＡ活
動が実を結んだものとして大変嬉しく思
います。（委員長　河井 宏美）

優秀賞 衣笠中学校ＰＴＡ
　学校内での行事、各学年の活動、学校
に関わる方々のボランティア又はお手伝い
の方 、々お知らせしたい情報などです。今回
の受賞頂いた広報紙の記事又特集内容は、
広報委員さんたちの数回の取材による協力
のもとにできました。（委員長　今畠 直美）

優秀賞 武山小学校ＰＴＡ

横須賀市ＰＴＡ協議会　広報紙コンクール平成２６年度

祝

惜しくも入賞は逃しましたが、大塚台小から壁新
聞の出品がありました。とてもユニークだったの
で紹介します。

入賞して笑顔のみなさん


